
グループ概要

セグメント別売上高構成比率（連結　2018年3月期）

古河電工グループ事業内容

インフラ
光ファイバ、光ファイバ・ケー
ブル、光関連部品、光半導体デ
バイス、メタル通信ケーブル、
光ファイバ融着接続機、ネット
ワーク機器、CATVシステム、
無線製品、電力ケーブル、電力
部品、被覆線、電気絶縁テープ、
電材製品などの製造・販売およ
び工事

電装エレクトロニクス
自動車部品（ワイヤハーネス、ス
テアリング・ロール・コネクタ、
バッテリ状態検知センサ、周辺
監視レーダほか）、自動車用・産
業用電池、銅線・アルミ線、巻
線、伸銅品、めっき製品、電子
部品用加工製品（リードフレーム
ほか）、超電導製品、特殊金属材
料（形状記憶・超弾性合金ほか）
などの製造・販売

機能製品
ケーブル管路材、給水・給湯管
路材、発泡製品、半導体製造用
テープ、電子部品、放熱製品、
ハードディスク用アルミ基板
材、電解銅箔などの製造・販売

サービス・開発等
物流、情報処理･ソフトウェア
開発、不動産賃貸、水力発電、
新製品研究開発など

情報通信ソリューション

18.4 %
1,897 億円

電装エレクトロニクス材料

27.7 %

 

サービス・開発等
5.1 % 529 億円

自動車部品・電池

2,481 億円
24.1 %

機能製品

14.8 %
1,531 億円

2,856 億円

合計
9,673
億円 ＊1）

＊1）セグメント間の内部売上高および振替高を相殺消去した数値です。

エネルギーインフラ

1,021 億円
9.9 %

中国・韓国・台湾
12.3％

北中米　8.8％

その他（欧州・ロシア・
ブラジルほか）　8.5％

アジア（東南アジア・インドほか）
17.7％

海外合計 47.2%

日本 
52.8%

海外売上高構成比率

会社概要
商　号	 古河電気工業株式会社	
社　長	 小林	敬一	
創　業	 1884年	
設　立		 1896年6月25日	
資本金	 69,395百万円（2018年3月末）	

売上高	 967,333百万円（連結）
（2018年3月期）	 457,730百万円（単体）	

従業員数	 51,925名（連結）
（2018年3月末）	 3,704名（単体）	

本　社	 〒100-8322
	 	 	東京都千代田区丸の内2丁目2番3号
	 	 （丸の内仲通りビル）

電　話	 03（3286）3001
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海外・国内関係会社（古河電工グループ） 2018年3月末現在

国内拠点（古河電工）

北海道支社

東北支社

本社
北陸支店

四国支店

沖縄支店

中部支社

中国支社

九州支社

関西支社

日光事業所

三重事業所 横浜事業所、先端技術研究所、コア技術融合研究所
羽田事業場

千葉事業所、
情報通信・エネルギー研究所
●主要拠点：千葉、分室：平塚

平塚事業所、
自動車・エレクトロニクス研究所
●主要拠点：平塚、分室：日光、滋賀

銅箔事業部門

銅管事業部門

2018年3月末現在

グループ合計

122社以上

北アメリカ

6社

中南米

11社

アジア

94社

ヨーロッパ

10社

中国
香港
台湾
インドネシア
シンガポール
タイ

フィリピン
ベトナム
マレーシア
日本
インド
韓国

イギリス
イタリア
オランダ
デンマーク

ドイツ
ハンガリー
ロシア
スペイン

アフリカ

1社
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アメリカ

モロッコ

アルゼンチン
コロンビア
ブラジル
メキシコ
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